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ケ
ミ
テ
ッ
ク
（
福
岡
県
筑
紫

野
市
、
山
岡
守
社
長
、
〇
九

二
―
九
一
九
―
二
八
五
〇
）
が

開
発
し
た
生
ご
み
処
理
機
「
ス

ー
パ
ー
ワ
イ
テ
イ
」
は
、
バ
イ

オ
の
力
で
生
ご
み
を
完
全
に
な

く
し
て
し
ま
う
画
期
的
な
消
臭

消
滅
型
処
理
機
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
る
。

こ
の
処
理
機
は
、
野
菜
く
ず
、

残
飯
を
は
じ
め
卵
・
カ
ニ
の
殻

や
ニ
ワ
ト
リ
の
だ
し
ガ
ラ
な
ど

台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
な
ら
何

で
も
分
解
が
可
能
。
二
十
一
種

類
の
土
壌
菌
か
ら
な
る
「
メ
デ

ィ
ア
ム
バ
イ
オ
」
と
い
う
独
自

の
バ
イ
オ
製
剤
に
よ
り
、
二
時

間
か
ら
最
長
で
も
五
日
間
で
生

ご
み
を
水
蒸
気
と
炭
酸
ガ
ス
に

分
解
し
完
全
に
消
滅
さ
せ
る
。

独
自
の
バ
イ
オ
製
剤
な
の
で
、

に
お
い
も
出
な
い
。

生
ご
み
を
毎
日
投
入
し
て

も
、
バ
イ
オ
菌
は
二
、
三
カ
月

に
一
度
の
補
充
で
す
む
う
え

に
、
セ
ン
サ
ー
感
知
、
マ
イ
コ

ン
制
御
の
自
動
運
転
な
の
で
運

転
中
の
監
視
が
不
要
で
人
件
費

が
か
か
ら
ず
低
コ
ス
ト
。
ま
た

従
来
の
堆
肥
（
た
い
ひ
）
を
つ

く
る
コ
ン
ポ
ス
ト
型
と
違
っ
て

生
ご
み
を
完
全
に
消
滅
さ
せ
る

の
で
、
処
理
物
を
回
収
し
た
り

運
搬
し
た
り
す
る
手
間
が
省

け
、
処
理
機
自
体
の
容
積
も
従

来
型
の
三
分
の
一
で
す
む
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

「
ス
ー
パ
ー
ワ
イ
テ
イ
」
の

一
日
の
処
理
能
力
は
十
キ
ロ
タ

イ
プ
か
ら
五
百
キ
ロ
タ
イ
プ
ま

で
各
機
種
が
あ
る
。
四
年
前
か

ら
販
売
を
始
め
た
が
、
当
初
は

堆
肥
化
す
る
処
理
機
に
押
さ
れ

苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、

二
〇
〇
一
年
七
―
九
月
に
福
島

県
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
エ

ク
ス
ポ
「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
」

会
場
の
生
ご
み
処
理
に
採
用
さ

れ
、
八
十
六
日
の
開
催
期
間
中

の
生
ご
み
を
確
実
に
分
解
処
理

し
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
西
南
女
学
院
短
期

大
学
（
北
九
州
市
）
に
二
十
キ

ロ
処
理
機
を
納
入
し
た
ほ
か
、

津
久
見
市
立
第
二
中
学
校
か
ら

受
注
し
た
。
同
社
は
生
ご
み
処

理
機
と
し
て
は
後
発
メ
ー
カ
ー

だ
が
、
最
近
は
官
庁
、
自
治
体
、

病
院
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
イ
ベ
ン

ト
会
場
、
電
力
会
社
な
ど
各
方

面
か
ら
の
引
き
合
い
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

年
間
五
千
万

と
い
わ
れ
る

わ
が
国
の
一
般
廃
棄
物
の
な
か

で
、
二
千
万

が
食
品
廃
棄
物
。

そ
の
う
ち
約
半
分
が
家
庭
の
ご

み
で
、
あ
と
半
分
が
食
品
メ
ー

カ
ー
、
流
通
、
外
食
産
業
か
ら

排
出
さ
れ
る
事
業
系
の
ご
み
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。

食
品
廃
棄
物
の
処
理
は
約
九

割
（
一
九
九
六
年
推
計
）
が
焼

却
さ
れ
、
肥
料
化
、
飼
料
化
な

ど
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
の

は
一
割
弱
に
す
ぎ
な
い
。
ご
み

の
最
終
処
分
場
確
保
、
焼
却
施

設
の
新
設
は
年
々
困
難
に
な
っ

て
お
り
、
ま
た
焼
却
は
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
発

生
し
て
い
る
。

昨
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た
食

品
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
趣
旨
は
、

「
食
品
廃
棄
物
の
発
生
抑
止
と

減
量
化
に
よ
り
最
終
的
に
処
分

さ
れ
る
量
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、
飼
料
や
肥
料
な
ど
の
原

材
料
と
し
て
再
利
用
す
る
た

め
、
食
品
関
連
事
業
者
に
よ
る

食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用
な

ど
を
促
進
す
る
」
と
い
う
も
の

で
、
年
間
百

以
上
の
食
品
廃

棄
物
を
排
出
す
る
食
品
関
連
企

業
に
、
廃
棄
物
を
二
〇
〇
六
年

中
に
二
〇
％
以
上
削
減
す
る
よ

う
義
務
付
け
た
。

二
〇
％
削
減
の
実
現
の
た
め

に
は
、
食
品
関
連
事
業
者
が
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
、
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
に
主
体
的
に
取
り
組

む
と
同
時
に
、
消
費
者
も
発
生

の
抑
制
に
努
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
の
利
用
に
協
力
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
で
き
る
だ
け
廃
棄
物
を

出
さ
な
い
循
環
型
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
自
治
体
、
企
業
、

消
費
者
で
あ
る
一
般
市
民
の
三

位
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

必
要
だ
。

灰
を
埋
め
立
て
よ
う
に
も
肝
心

の
最
終
処
理
場
の
ス
ペ
ー
ス
が

な
い
。
幸
い
津
久
見
市
は
、
固

形
燃
料
の
利
用
先
と
し
て
市
内

に
セ
メ
ン
ト
工
場
が
あ
る
。
工

場
側
も
ご
み
固
形
燃
料
の
利
用

に
は
積
極
的
だ
っ
た
の
で
、
思

い
切
っ
て
固
形
燃
料
化
に
踏
み

切
る
こ
と
に
し
た
。

当
時
、
国
に
掛
け
合
っ
て
も
、

自
治
体
と
し
て
前
例
が
な
い
こ

と
な
の
で
補
助
金
が
出
る
見
込

み
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
市

議
会
で
市
民
の
合
意
を
得
て
、

九
三
年
か
ら
市
独
自
で
可
燃
ご

み
の
固
形
燃
料
化
の
実
証
実
験

を
開
始
。
処
理
方
法
は
日
本
で

は
初
め
て
の
ス
イ
ス
の
Ｊ
―
カ

ト
レ
ル
方
式
を
採
用
し
た
。
実

証
実
験
に
成
功
し
、
九
五
年
二

月
か
ら
ご
み
固
形
燃
料
化
プ
ラ

ン
ト
「
津
久
見
市
ド
リ
ー
ム
フ

ュ
ー
エ
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設

に
着
工
。
九
六
年
十
二
月
に
、

総
事
業
費
約
二
十
四
億
円
（
四

分
の
一
が
国
庫
補
助
）
を
か
け

て
完
成
し
た
。

以
来
、
そ
れ
ま
で
焼
却
処
理

し
て
い
た
六
千
五
百

の
可
燃

ご
み
は
、
す
べ
て
固
形
燃
料
化

し
、
セ
メ
ン
ト
工
場
で

「
完
全
消
化
」
さ
れ
て
い
る
。

「
ご
み
固
形
燃
料
は
コ
ン
パ

ク
ト
で
運
搬
し
や
す
く
、

カ
ロ
リ
ー
は
石
炭
の
約
半

分
。
セ
メ
ン
ト
製
造
工
程

で
千
五
百
度
の
高
熱
で
処

理
さ
れ
る
の
で
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
が
排
出
さ
れ
る
心

配
は
な
い
。
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
が
問
題
化
す
る
前
に
固

形
燃
料
化
に
踏
み
切
っ
て

本
当
に
よ
か
っ
た
」（
津
久

見
市
環
境
保
全
課
）

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
い
え
ば
、

九
七
年
九
月
に
文
部
省
（
現
文

部
科
学
省
）
は
全
国
の
学
校
の

ご
み
焼
却
炉
の
全
廃
を
決
め
た

が
、
津
久
見
市
で
は
そ
れ
以
前

の
九
二
年
か
ら
市
内
の
小
中
学

校
に
生
ご
み
処
理
機
を
設
置
し

て
お
り
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
全
校

に
行
き
わ
た
っ
て
い
る
。

津
久
見
市
の
学
校
給
食
は
セ

ン
タ
ー
方
式
で
は
な
く
、
各
学

校
で
調
理
す
る
単
独
校
方
式
な

の
で
、
食
べ
残
し
だ
け
で
な
く

調
理
ご
み
が
大
量
に
出
る
。
毎

日
の
生
ご
み
量
は
五
百
人
規
模

の
学
校
で
二
十
キ
ロ
か
ら
三
十

キ
ロ
。
生
ご
み
処
理
機
で
で
き

た
堆
肥
（
た
い
ひ
）
は
、
津
久

見
市
内
の
み
か
ん
畑
の
肥
料
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

「
み
か
ん
の
名
産
地
と
い
う

津
久
見
市
な
ら
で
は
の
条
件
が

あ
っ
た
か
ら
。
そ
れ
と
学
校
が

大
量
の
生
ご
み
を
出
し
て
い
た

ら
教
育
上
も
よ
ろ
し
く
な
い
。

民
間
の
環
境
問
題
意
識
を
高
め

る
意
味
で
も
、
ま
ず
公
的
機
関

が
率
先
し
て
生
ご
み
処
理
機
を

導
入
す
る
こ
と
に
し
た
」（
同

市
教
育
委
員
会
）

今
年
五
月
末
に
は
、
津
久
見

市
立
第
二
中
学
校
に
従
来
の
堆

肥
を
つ
く
る
コ
ン
ポ
ス
ト
型
で

は
な
く
、
ケ
ミ
テ
ッ
ク
（
福
岡

県
筑
紫
野
市
）
が
開
発
し
た
消

滅
型
の
生
ご
み
処
理
機
を
導
入

し
た
。
こ
の
処
理
機
は
、
特
殊

な
バ
イ
オ
製
剤
を
使
っ
て
生
ご

み
を
完
全
に
水
蒸
気
と
炭
酸
ガ

ス
に
分
解
す
る
の
で
、
処
理
物

の
回
収
や
運
搬
の
手
間
が
い
っ

さ
い
不
要
。

上
杉
教
頭
は
「
設
定
時
間
を

タ
イ
マ
ー
で
セ
ッ
ト
す
れ
ば
自

動
的
に
電
源
が
切
れ
る
の
で
、

二
十
四
時
間
つ
け
っ
ぱ
な
し
に

す
る
こ
と
も
な
く
非
常
に
経
済

的
。
ま
た
、
に
お
い
や
騒
音
に

関
す
る
近
隣
住
民
か
ら
の
ク
レ

ー
ム
も
全
く
な
い
」
と
言
う
。

実
際
に
毎
日
生
ご
み
を
処
理
機

に
投
入
す
る
給
食
室
の
職
員
は

「
今
ま
で
は
週
に
二
度
し
か
生

ご
み
を
捨
て
る
こ
と
が
で
き

ず
、
毎
日
大
量
に
出
る
生
ご
み

を
新
聞
紙
に
包
ん
で
小
分
け
し

て
収
集
場
に
持
ち
込
ん
で
い

た
。
処
理
機
を
使
う
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
生
ご
み
の
処
理
が

非
常
に
楽
に
な
っ
た
」
と
喜
ぶ
。

現
在
、
同
校
で
は
毎
日
、
約
二

十
キ
ロ
の
生
ご
み
を
消
滅
処
理

し
て
い
る
。

「
学
校
給
食
の
場
合
は
そ
う

で
も
な
い
が
、
料
亭
や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
濃
い
調
味
料
を
使
っ

た
生
ご
み
で
つ
く
っ
た
堆
肥
は

塩
素
が
多
く
土
壌
を
損
な
う
場

合
が
あ
る
。
せ
っ
か
く
堆
肥
に

し
て
も
使
用
を
嫌
う
生
産
農
家

も
あ
る
。
ま
た
セ
メ
ン
ト
の
燃

料
・
原
料
に
な
る
固
形
燃
料
も

塩
分
を
嫌
う
。
都
市
部
の
生
ご

み
処
理
機
は
、
こ
れ
か
ら
消
滅

型
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」（
同
市
環
境
保

全
課
）

「
海
と
み
か
ん
と
セ
メ
ン
ト

の
ま
ち
・
津
久
見
」
は
、
地
域

の
特
性
を
う
ま
く
生
か
し
、
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
構
想
の
最
先

端
を
走
っ
て
い
る
。
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二
〇
〇
一
年
五
月
の
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
食
品
循
環

資
源
の
再
生
利
用
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）
の
施
行
か

ら
一
年
た
っ
た
。
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
求
め
た
こ

の
法
律
へ
の
理
解
は
徐
々
に
進
展
し
、
最
近
で
は
生
ご
み

処
理
機
を
導
入
す
る
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

地
球
の
負
荷
を
軽
減
し
、
循
環
型
社
会
を
つ
く
る
に
は
行

政
、
企
業
、
消
費
者
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要

だ
が
、
大
分
県
津
久
見
市
は
二
〇
〇
〇
年
に
「
循
環
型
社

会
形
成
推
進
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
自
治

体
、
企
業
、
学
校
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
な

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
。

バ
イ
オ
製
剤
で
生
ご
み
を
分
解

大
分
県
津
久
見
市
は
、
二
〇

〇
〇
年
に
循
環
型
社
会
形
成
推

進
基
本
法
が
制
定
さ
れ
る
以
前

か
ら
、
積
極
的
に
循
環
型
社
会

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
構
想
」

の
先
駆
的
な
モ
デ
ル
地
域
だ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、

そ
の
名
の
通
り
廃
棄
物
を
出
さ

な
い
と
い
う
こ
と
。
廃
棄
物
の

削
減
を
進
め
る
一
方
、
あ
る
産

業
か
ら
の
廃
棄
物
を
、
他
の
産

業
の
原
料
と
し
て
活
用
し
な
が

ら
、
全
体
と
し
て
地
域
の
廃
棄

物
を
ゼ
ロ
に
し
て
し
ま
お
う
と

い
う
構
想
で
、
一
九
九
四
年
、

国
連
大
学
が
提
唱
し
た
も
の

だ
。津

久
見
市
で
は
、
現
在
、
市

内
で
回
収
さ
れ
た
年
間
約
六
千

五
百

の
可
燃
ご
み
は
焼
却
せ

ず
に
全
部
プ
ラ
ン
ト
工
場
で
固

形
燃
料
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
化
し
て
、

全
量
、
セ
メ
ン
ト
工
場
（
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
津
久
見
工
場
）
で

燃
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い

る
。
焼
却
灰
は
そ
の
ま
ま
セ
メ

ン
ト
の
原
料
に
も
な
る
の
で
、

同
市
の
可
燃
ご
み
の
処
分
物
に

関
し
て
は
完
全
に
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ

る
。
ま
た
古
紙

等
の
リ
サ
イ
ク

ル
品
は
、
す
で

に
九
一
年
か
ら

知
的
障
害
者
通

所
授
産
施
設

（
う
ば
め
園
）

が
市
か
ら
全
面

委
託
を
受
け
、

市
内
の
隅
々
ま

で
収
集
。
前
年

度
実
績
は
約
千

二
百

に
の
ぼ

っ
て
い
る
。

固
形
燃
料
化

に
踏
み
切
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
は
、
九
三
年
ご
ろ
に
焼
却

施
設
が
老
朽
化
し
た
の
と
、
最

終
処
理
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
界

に
来
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
仮

に
焼
却
施
設
を
新
設
す
る
と
し

て
も
三
〇
％
の
焼
却
灰
が
出

る
。
年
間
約
千
五
百

の
焼
却

食
品
廃
棄
物
を
20
％
削
減

先
駆
的
な
モ
デ
ル
地
域
に

堆
肥
型
か
ら
消
滅
型
へ

ケミテックが開発

「スーパーワイテイ」

Ｒ
Ｄ
Ｆ
の
処
理
セ
ン
タ
ー

企画・制作
日本経済新聞社
西部支社広告部

生ごみ投入直後（上）と処理６時間後

給食室に設置された生ごみ処理機（津久見市立第二中学校）


